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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　頭部ウェアラブル・デバイスであって、
　概ね横方向にかつ第１の面に沿った弧に延出する中央支持体と、
　前記中央支持体の第１の端部から延出するとともに第１の自由端で終端する第１の側部
アームと、
　前記中央支持体の第２の端部から延出するとともに第２の自由端で終端する第２の側部
アームであって、前記中央支持体と第１及び第２の側部アームとは、それぞれ第１及び第
２の側部アームに位置する前記第１の自由端と第２の自由端との間に延在するバンドとし
て構成され、第１及び第２の自由端は前記中央支持体から離れて、第１の距離で互いに離
間して、前記バンドは前記第１の距離を選択的に増大させるように弾力的に変形可能であ
る、第２の側部アームと、
　ディスプレイ要素を介してユーザーに情報を提示するように構成された延長アームと
を備え、前記延長アームは第１及び第２の部分を含み、前記第２の部分はディスプレイ要
素を含み、前記延長アームは前記中央支持体の第１の側における第１の側部アームに少な
くとも部分的に沿って延出し、第１の側部アームからディスプレイ端へ更に延出し、その
ディスプレイ端は前記中央支持体の前記第１の側における位置に前記ディスプレイ要素を
支持し、前記延長アームはその中に、前記ディスプレイ要素の運動のために構成されたジ
ョイントを含み、前記第１及び第２の部分は、前記第１の面に垂直な方向で前記ジョイン
トを通って延出する軸に対してかつ前記ジョイントで互いに回転可能に取り付けられ、
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　前記延長アームの前記ジョイントは、前記運動が前記第１の面に実質的に平行な第２の
面に沿ってかつ前記軸に対する前記ディスプレイ要素の回転を含むように構成され、
　前記第１の側部アームの前記自由端は第２の側部アームの前記自由端に対して拡張され
て、この拡張された自由端は、前記ディスプレイ要素により採用された回路と電源との少
なくとも一方を収容し、
　前記延長アームは、前記第２の側部アームに対面する内面を更に含み、前記デバイスは
、前記デバイスの機能を制御するために前記内面に配置されたボタンを更に含み、前記機
能は、ロック機能、スリープ機能及び電源状態機能の一つ又は複数である、デバイス。
【請求項２】
　請求項１記載のデバイスにおいて、前記ディスプレイ要素の前記回転は、前記中央支持
体に対して少なくとも横方向成分を有する方向におけるその平行移動も引き起こすデバイ
ス。
【請求項３】
　請求項１記載のデバイスにおいて、対応する可撓性を有する支持アームにより前記中央
支持体へ取り付けられた一対の離間したパッドを更に含むデバイス。
【請求項４】
　請求項１記載のデバイスにおいて、第１の側部アームは、前記中央支持体よりも比較的
により剛であるデバイス。
【請求項５】
　請求項１記載のデバイスにおいて、第１の距離を増大させる前記バンドの変形が、前記
延長アームを第１の方向へ回転させると共に、前記ジョイントが、第１の方向と反対側の
第２の方向への前記ディスプレイ要素の回転を含む運動を可能にするように構成されてい
るデバイス。
【請求項６】
　請求項１記載のデバイスにおいて、前記バンドが、１．２ Ｎの最大力の下で少なくと
も４０％まで第１の距離を増大させるために弾力的に変形するように構成されているデバ
イス。
【請求項７】
　請求項１記載のデバイスにおいて、前記バンドが、約０．６ Ｎの最大力の下で少なく
とも５０％まで第１の距離を増大させるために弾力的に変形するように構成されているデ
バイス。
【請求項８】
　請求項１記載のデバイスにおいて、前記バンドは、柔軟な内側部分と弾力的な外側部分
とを含み、前記弾力的な外側部分は、実質的に均一な構造であると共に、前記柔軟な内側
部分は前記弾力的な外側部分を裏当てしているデバイス。
【請求項９】
　請求項１記載のデバイスにおいて、第１の側部アームの前記第１の自由端は第２の側部
アームの前記第２の自由端に対して細長くされて非対称のＵ字形状を形成するデバイス。
【請求項１０】
　請求項９記載のデバイスにおいて、
　前記非対称のＵ字形状は、複数の接点をユーザーの頭部に与え、及び、
　第１の側部アームの前記拡張された端部が、前記延長アームに対してバランシング・ウ
ェイトを与えるデバイス。
【請求項１１】
　請求項１記載のデバイスにおいて、前記拡張された端部は、外部デバイスを回路と電源
との少なくとも一方に接続するための複数の電気的接点を含むデバイス。
【請求項１２】
　請求項１１記載のデバイスにおいて、前記電気的接点は、前記拡張された端部の外面と
実質的に面一であり、前記外面の一部によって離隔されているデバイス。
【請求項１３】
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　請求項１記載のデバイスにおいて、前記ジョイントは、前記延長アームの第１と第２の
部分とを回転可能に接続し、第１の部分は第１の側部アームへ取り付けられ、かつ、第２
の部分は前記ディスプレイ要素を含むデバイス。
【請求項１４】
　請求項１３記載のデバイスにおいて、前記延長アームの第２の部分に配置されたカメラ
を更に含むデバイス。
【請求項１５】
　頭部ウェアラブル・デバイスであって、
　概ね横方向に延出する中央支持体と、
　前記中央支持体の第１の端部から延出するとともに第１の自由端で終端する第１の側部
アームと、
　前記中央支持体の第２の端部から延出するとともに第２の自由端で終端する第２の側部
アームであって、前記中央支持体と第１及び第２の側部アームとは、それぞれ第１及び第
２の側部アームに位置する前記第１の自由端と第２の自由端との間に延在するバンドとし
て構成され、第１及び第２の自由端は前記中央支持体から離れて、第１の距離で互いに離
間して、前記バンドは前記第１の距離を選択的に増大させるように弾力的に変形可能であ
る、第２の側部アームと、
　ディスプレイ要素を介してユーザーに情報を提示するように構成された延長アームと
を備え、前記延長アームは第１及び第２の部分を含み、前記第２の部分はディスプレイ要
素を含み、前記延長アームは前記中央支持体の第１の側における第１の側部アームに少な
くとも部分的に沿って延出し、第１の側部アームからディスプレイ端へ更に延出し、その
ディスプレイ端は前記中央支持体の前記第１の側における位置に前記ディスプレイ要素を
支持し、前記延長アームはその中に、前記ディスプレイ要素の運動のために構成されたジ
ョイントを含み、前記第１及び第２の部分は、第１の面に垂直な方向で前記ジョイントを
通って延出する軸に対してかつ前記ジョイントで互いに回転可能に取り付けられ、
　前記延長アームの前記ジョイントは、前記運動が前記第１の面に実質的に平行な第２の
面に沿ってかつ前記軸に対する前記ディスプレイ要素の回転を含むように構成され、前記
軸に対する前記ディスプレイ要素の前記回転は、前記中央支持体に対して少なくとも横方
向成分を有する方向におけるその平行移動も引き起こし、
　前記第１の側部アームの前記自由端は第２の側部アームの前記自由端に対して拡張され
て、この拡張された自由端は、前記ディスプレイ要素により採用された回路と電源との少
なくとも一方を収容する、デバイス。
【請求項１６】
　請求項１５記載のデバイスにおいて、前記バンドは、柔軟な内側部分と弾力的な外側部
分とを含み、前記弾力的な外側部分は、実質的に均一な構造であると共に、前記柔軟な内
側部分は前記弾力的な外側部分を裏当てしているデバイス。
【請求項１７】
　請求項１５のデバイスにおいて、前記軸に対する前記ディスプレイ要素の前記回転は、
前記中央支持体に対して少なくとも横方向成分を有する方向におけるその平行移動も引き
起こすデバイス。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
関連出願の相互参照
【０００２】
　本願は２０１２年３月２１日出願の米国特許出願番号第１３/４２６，０３３号の継続
であり、その開示事項は参照によって本明細書に組み込まれている。
背景
【０００３】
　個人用ビデオ又は画像ディスプレイは、単独のユーザーによる視聴のために源から受信
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される画像を表示するのに用いられるデバイスである。そのようなデバイスは、ユーザー
の頭部に装着された頭部装着ディスプレイの形態とすることができ、ユーザーの眼の上に
又はその前方に一つ以上の画像源を含むことができる。頭部装着ディスプレイは、ユーザ
ー若しくは着用者の各々の眼に隣接かつ関連して配置された画像源を含むことができ、単
独の二次元画像として視認可能な同じ画像を呈示するように構成することができる。或い
は、或るこのようなデバイスは、異なる立体的な画像を呈示するように構成することがで
き、これは観察者により、単独の三次元画像として解釈される。ユーザーに呈示される画
像の形式に関係なく、そのようなデバイスは通常は明かりを消されている。即ち、これら
はスクリーン又はそれに含まれた他の画像源の外側の着用者の視覚を殆ど完全に妨げて、
ユーザーは、デバイスのディスプレイ・システムにより呈示された画像以外は何も見るこ
とができない。
【０００４】
　他の個人用画像ディスプレイには、ヘッドアップ・ディスプレイと称されるものがあり
、これは画像が透明ディスプレイの上、内部、若しくは透明ディスプレイを通じて表示さ
れ、これは表示された画像を周囲環境の視野の上に重ね合わせる。これらはその周囲と同
時にディスプレイにより呈示された画像をユーザーに見せることを可能とする。しかしな
がら、そのようなデバイスには、限定された機能性のみならず、それらの着用者に対する
適合性及び快適性を含めて、多くの制約がある。
【０００５】
　頭部装着及びヘッドアップ・ディスプレイの両方は、ビデオ源へ接続して、これはビデ
オ信号を受信して、これをデバイスが読み込んで、ユーザーに呈示する画像に変換するこ
とができる。ビデオ源は、携帯デバイス、例えばビデオ・プレーヤー、携帯用メディア・
プレーヤー又はコンピュータなどから受信することができる。或るこのようなディスプレ
イ・デバイスは，音声信号を受信するようにも構成されており、これは通常は相関するヘ
ッドフォンによってユーザーへ配信される。しかしながら、これらの種のディスプレイの
機能性は、ディスプレイが単に外部源から情報を受信して、これを限定された形態で着用
者に呈示するという受動的な行為に制約されている。
概要
【０００６】
　本開示事項の態様は、頭部装着可能デバイスに関する。このデバイスは、概ね横方向に
延伸する中央支持体と、この中央支持体の第１の端部から延出する第１の側部アームと、
中央支持体の第２の端部から延出する第２の側部アームとを含む。このデバイスは、ディ
スプレイ要素を介してユーザーに情報を呈示するよう構成された延長アームを更に含む。
この延長アームは中央支持体の第１の側で第１の側部アームに少なくとも部分的に沿って
延伸し、かつ、第１の側部アームからディスプレイ端部へ更に延伸し、そのディスプレイ
端部は、ディスプレイ要素を中央支持体の第２の側における位置にディスプレイ要素を支
持する。この延長アームは、その中にジョイントを有し、これは、少なくとも、中央支持
体に関して横方向成分を有する方向におけるディスプレイ要素の移動のために構成されて
いる。
【０００７】
　中央支持体は第１の面に沿って弧状に延伸することができ、かつ、延長アームのジョイ
ントは、運動が第１の面に対して実質的に平行な第２の面におけるディスプレイ要素の回
転を含むように構成することができる。そのような例においては、ディスプレイ要素の回
転は、中央支持体に関して少なくとも横方向成分を有する方向で、その移転を引き起こす
こともできる。
【０００８】
　デバイスは、対応する選択的に変形可能な支持アームにより中央支持体に取り付けられ
て離間された一対のパッドを更に含むことができる。他の例においては、中央支持体並び
に第１及び第２の側部アームは、第１及び第２の側部アームにそれぞれ位置する第１と第
２との端部の間に延出するバンドとして構成することができ、第１及び第２の端部は中央
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支持体から離間して、互いに対して第１の距離で間隔を開けられている。そのような例に
おいては、バンドは、第１の距離を選択的に増大するために、弾力的に変形可能である。
更なる例においては、第１の側部アームは中央支持体よりも比較的により剛にすることが
できる。第１の距離を増大させるバンドのそのような変形は、延長アームを第１の方向へ
回転させることができ、かつ、ジョイントは、第１の方向とは反対側の第２の方向へのデ
ィスプレイの回転を含む運動を可能とするように構成することができる。一つの例におい
て、バンドは、１．２　Ｎの最大力の下で少なくとも４０％まで第１の距離を増大させる
弾性変形のために構成することができる。他の例では、バンドは、約０．６　Ｎの最大力
の下で約５０％まで第１の距離を増大させるために構成することができる。
【０００９】
　バンドは、柔軟な内側部分と弾力的な外側部分とを含むことができる。弾力的外側部分
は実質的に均一な構造とすることができ、かつ、柔軟な内側部分は弾力的外側部分に並ぶ
ことができる。更に、第１の側部アームの端部は、非対称なＵ字形状を形成するように、
第２の側部アームの自由端に対して伸長させることができる。第１の側部アームの端部は
、第２の側部アームの端部に対して更に伸長させることができ、このような伸長された端
部は、ディスプレイ・デバイスにより使用されている回路と電源とのうちの少なくとも一
方を収容している。非対照Ｕ字形状は、ユーザーの頭部のために複数の接触点を提供する
ことができ、第１の側部アームの拡大された端部は、延長アームに対してバランシング・
ウェイトを与えることができる。拡大された端部は、外部デバイスを回路と電源との少な
くとも一方へ接続するために、複数の電気的接点を含むことができる。この電気的接点は
拡大した端部の外面と実質的に同一平面上とすることができると共に、外面の一部によっ
て分離することができる。
【００１０】
　延長アームのジョイントは、延長アームの第１及び第２の部分を回転可能に接続するこ
とができる。第１の部分は第１の側部アームへ取り付けることができ、かつ、第２の部分
はディスプレイ端部を含むことができる。デバイスは、延長アームの第２の部分に配置さ
れたカメラを更に含むことができる。延長アームは、第２の側部アームに対面する内表面
を含むことができ、かつ、このデバイスは、デバイスの機能を制御するために内表面に配
置されたボタンを更に含むことができる。ボタンは、照明可能な部分を含むことができ、
これを通じて機能に関連した表示灯を視認可能である。
【００１１】
　この開示事項の他の態様は装置に関する。この装置は、取り付けられたノーズピースを
有する中央支持体を含む。ノーズピースは、ユーザーの鼻に載せられて、中央部分がユー
ザーの額の上に支持されるように構成されている。この装置は更に、中央フレーム支持体
の第１の終端から延出して、第１の耳の近傍でユーザーの頭部の一部に接触するように構
成された第１の側部アームと、中央フレーム支持体の第２の終端から延出して、第２の耳
の近傍でユーザーの頭部の一部に接触するように構成された第２の側部アームとを含む。
この装置は、ディスプレイ要素を介して情報をユーザーに呈示するように構成された延長
アームを更に含む。この延長アームは一方の側部アームに少なくとも部分的に沿って延出
し、かつ、側部アームからディスプレイ端部へ更に延出してディスプレイ要素を支持して
、ユーザーの眼に隣接して位置するようにされている。その延長アームは、その中にジョ
イントを含んで、ユーザーの視線内でユーザーの眼へ向かって又はそれから離れる方向へ
ディスプレイ要素の回転を可能にする。ジョイントは延長アーム内に配置することができ
、ディスプレイ要素の回転はディスプレイの横方行移動を更にもたらす。
【００１２】
　中央支持体並びに第１及び第２のアームは、それぞれ第１及び第２のアームに位置する
第１と第２との端部の間で延出するバンドとして構成されて、Ｕ字形状を規定する。この
ようなバンドは、「Ｕ」字形状の拡張によりユーザーの頭部に装着可能なように弾性的に
変形可能とすることができる。ディスプレイ要素の回転は、「Ｕ」字形状の拡張に起因す
るディスプレイ要素の位置の変化を補償するように構成することができる。



(6) JP 6035415 B2 2016.11.30

10

20

30

40

50

【００１３】
　本開示事項の他の態様は、ユーザーの頭部に装着されるように構成されたウェアラブル
・デバイス・アセンブリに関する。このデバイスは、ディスプレイ要素を介してユーザー
に情報を呈示するように構成された延長アームを有するモジュールと、その延長アームか
ら離間したハウジング・ユニットと、このハウジング・ユニットと延長アームとの間に延
伸している接続部材とを含む。このアセンブリは保持要素も含み、これは、第１の面に沿
って弧状に延伸する中央支持体と、中央フレーム支持体の第１の端部から延出する第１の
側部アームと、中央支持体の第２の端部から延出するから取り付けアームとを含む。モジ
ュールは、接続部材を取り付けアームへ取り付けて、中央支持体の第２の端部から延出す
る第２の側部アームを規定して、延長アームが、中央支持体の第１の側部における第２の
側部アームに少なくとも部分的に沿って延出し、側部アームからディスプレイ端部（これ
はディスプレイ要素を中央支持体の第２の側部における位置に支持する）へ更に延出する
ようにすることにより、保持要素と共に組み立てられるように構成されている。延長アー
ムはその中にジョイントを含むことができ、第１の面に対して実質的に平行な第２の面で
ディスプレイ要素の回転を可能とする。
【００１４】
　保持要素は、柔軟な内側部分と弾力的な外側部分とを含むことができる。そのような弾
力的外側部分は実質的に均一な構造とすることができ、第１の側部アームの外面を規定し
て、中央支持体の第２の端部から延出して取り付けアームを規定する。一つの例において
は、保持要素はノーズピースを含むことができ、これは、モジュールと保持部材とが一緒
に組み立てられたとき、ユーザーの鼻に載せるように構成されている。そのような例にお
いては、第１の側部アームは第１の耳の近傍でユーザーの頭部の一部に接触するように構
成することができ、第２の側部アームは第２の耳の近傍でユーザーの頭部の一部に接触す
るように構成することができ、ディスプレイ要素はユーザーの眼に隣接して位置すること
ができる。他の例においては、保持部材は、その中央支持体に取り付けられた第１のレン
ズと第２のレンズとを含むことができる。そのような第１と第２とのレンズはユーザーの
それぞれの眼の上に位置することができ、組み立てられたとき、ディスプレイ要素は、ユ
ーザーの眼の一方の反対側のレンズの側で延長アームによって支持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、データを受信して送信し、及び表示するための例示的なシステムを示す
。
【００１６】
【図２】図２は、図１のシステムの別の図を示す。
【００１７】
【図３Ａ】図３Ａは、データを受信して送信し、及び表示するための例示的なシステムを
示す。
【００１８】
【図３Ｂ】図３Ｂは、データを受信して送信し、及び表示するための例示的なシステムを
示す。
【００１９】
【図４】図４は、データを受信して送信し、及び表示するための例示的なシステムを示す
。
【００２０】
【図５】図５Ａ及び図５Ｂは、本開示事項の実施形態によるウェアラブル・コンピュータ
・デバイスを示す。
【００２１】
【図６】図６は、図５のデバイスの正面立面図を示す。
【００２２】
【図７】図７は、図５のデバイスをその調節された構成に示す。
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【００２３】
【図８】図８は、図５のデバイスをその部分の調節の様々な段階に示す。
【００２４】
【図９】図９は、図５のデバイスをその他の部分の調節の様々な段階中に示す。
【００２５】
【図１０】図１０は、図５のデバイスの分解図をそのモジュラー構成によって示す。
【００２６】
【図１１】図１１は、図５のデバイスの一部を示す。
【００２７】
詳細な説明
　本開示事項の実施形態は、図面を参照してここに説明される。図１は、データを受信し
て送信し、及び表示するための例示的システム１００を図解する。このシステム１００は
、ウェアラブル・コンピュータ・デバイスの携帯で示される。図１はウェアラブル・コン
ピュータ・デバイスの一例として頭部装着型デバイス１０２を図解しているが、他の形式
のウェアラブル・コンピュータを付加的に又は代替的に用いることができる。図１に図解
されるように、頭部装着型デバイス１０２は、レンズ・フレーム１０４、１０６及び中央
フレーム支持体１０８を含むフレーム要素と、レンズ要素１１０、１１２と、延長側部ア
ーム１１４、１１６とを備える。中央フレーム支持体１０８及び延長側部アーム１１４、
１１６は、それぞれ、ユーザーの鼻及び耳を介して頭部装着型デバイス１０２をユーザー
の顔に固定するように構成されている。
【００２８】
　フレーム要素１０４、１０６、及び１０８と延長アーム１１４、１１６との各々は、プ
ラスチック及び／又は金属のソリッド構造から形成し得るか、又は、配線及び相互接続構
成要素を頭部装着型デバイス１０２を通じて内部に経由させるように同様な材料の中空構
造に形成し得る。他の材料も可能である場合がある。
【００２９】
　レンズ要素１１０、１１２の各々の一つ以上は、投影画像又はグラフィックを適切に表
示することができる任意の材料から形成し得る。レンズ要素１１０、１１２の各々は、ユ
ーザーがレンズ要素を通じて見ることを可能とするために充分に透明なこともある。レン
ズ要素のこれら二つの特徴を組み合わせることは、レンズ要素を通じてユーザーにより知
覚された実世界の眺望の上に投影画像又はグラフィックが重ね合わせられる拡張現実感又
はヘッドアップ表示を促進し得る。
【００３０】
　延長アーム１１４、１１６は、各々が突出して、それぞれ、レンズ・フレーム１０４、
１０６から離間して延出する場合があり、頭部装着型デバイス１０２をユーザーに固定す
るために、ユーザーの耳の背後に置かれることがある。延長アーム１１４、１１６は、ユ
ーザーの頭部の後部部分の周りに延伸することにより、頭部装着型デバイス１０２をユー
ザーへ更に固定し得る。これに加えて又はこれに代えて、例えば、システム１００は頭部
装着型ヘルメット構造に接続若しくはその内部に取り付け得る。他の可能性も存在する。
【００３１】
　システム１００は、搭載コンピュータ・システム１１８、ビデオ・カメラ１２０、セン
サー１２２、及び指操作可能なタッチパッド１２４も含み得る。搭載コンピュータ・シス
テム１１８は、頭部装着型デバイス１０２の延長側部アーム１１４に配置されるように示
されているが、搭載コンピュータ・システム１１８は頭部装着型デバイス１０２の他の部
分に設けられることもあり、或いは、頭部装着型デバイス１０２から離間して配置される
こともある（例えば、搭載コンピュータ・システム１１８は頭部装着型デバイス１０２に
有線又は無線で接続できる）。搭載コンピュータ・システム１１８は、例えば、プロセッ
サ及びメモリを含み得る。搭載コンピュータ・システム１１８は、ビデオ・カメラ１２０
及び指操作可能なタッチパッド１２４から（及び、おそらくは他の感覚デバイス、ユーザ
・インタフェース、又はその両方から）データを受信して解析して、レンズ要素１１０及
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び１１２の出力のために画像を生成するように構成し得る。
【００３２】
　ビデオ・カメラ１２０は、頭部装着型デバイス１０２の延長側部アーム１１４に位置し
て示されているが、ビデオ・カメラ１２０は、頭部装着型デバイス１０２の他の部分に設
け得る。ビデオ・カメラ１２０は、様々な解像度で、又は、異なるフレーム・レートで画
像を撮るように構成し得る。小さなフォームファクタを有する多くのビデオ・カメラ、例
えば携帯電話又はウェブ・カメラで使われるようなものは、システム１００の一例に組み
込み得る。
【００３３】
　更に、図１は一つのビデオ・カメラ１２０を図解するが、より多くのビデオ・カメラが
使用されることもあり、その各々は同じ視野を撮るか、又は異なる視野を撮るように構成
し得る。例えば、ビデオ・カメラ１２０は、前方へ向けられて、ユーザーによって知覚さ
れる現実世界の眺望の少なくとも一部を撮らえるようにされることがある。ビデオ・カメ
ラ１２０により撮られたこの前方向き画像は、次いで、コンピュータ生成画像がユーザー
によって知覚される現実世界の眺望と相互作用するように見える拡張現実を生成するのに
使用し得る。
【００３４】
　センサ１２２は、頭部装着型デバイス１０２の延長側部アーム１１６上に示されている
が、このセンサ１２２は頭部装着型デバイス１０２の他の部分に配置されることもある。
センサ１２２は、例えば、ジャイロスコープ又は加速度計の一つ以上を含むこともある。
他の検出デバイスがセンサ１２２内に含められるか又はセンサ１２２に加えられることも
あり、或いは他の検知機能がセンサー１２２により実行されることもある。
【００３５】
　指操作可能なタッチパッド１２４は、頭部装着型デバイス１０２の延長側部アーム１１
４上に示されている。しかしながら、指操作可能なタッチパッド１２４は、頭部装着型デ
バイス１０２の他の部分に配置されることもある。また、一つより多くの指操作可能なタ
ッチパッドが頭部装着型デバイス１０２に存在することもある。この指操作可能なタッチ
パッド１２４は、ユーザーによってコマンドを入力するのに用いられ得る。この指操作可
能なタッチパッド１２４は、指の位置と動作との少なくとも一方を、幾つかある他の可能
性のうち、容量性検知、抵抗検知又は弾性表面波処理を介して検知し得る。この指操作可
能なタッチパッド１２４は、指の動作をパッド面に対して平行又は平坦な方向で、パッド
面に対して垂線方向で、又はその両方で検知する能力があると共に、パッド面に加えられ
た圧力のレベルを検知する能力がある場合もある。この指操作可能なタッチパッド１２４
は、一つ以上の半透明若しくは透明な絶縁層と、一つ以上の半透明若しくは透明な導電層
から形成し得る。この指操作可能なタッチパッド１２４の縁は、隆起した、窪んだ、又は
粗くされた２０面を有するように形成されて、ユーザーの指が指操作可能タッチパッド１
２４の縁又は他の領域に達したときに、ユーザーに触覚型フィードバックを提供するよう
にし得る。一つより多くの指操作可能なタッチパッドが存在するならば、各々の指操作可
能なタッチパッドは独立して操作されることもあり、異なる機能を提供することもある。
【００３６】
　図２は、図１に図解されたシステム１００の代替的な図を示す。図２に示すように、レ
ンズ要素１１０、１１２は、ディスプレイ要素として働き得る。頭部装着型デバイス１０
２は、延長側部アーム１１６の内面へ結合されて、レンズ要素１１２の内面に表示１３０
を投影するように構成された第１のプロジェクター１２８を含み得る。それに加えて若し
くはそれに代えて、第２のプロジェクター１３２を延長側部アーム１１４の内面に結合さ
せて、表示１３４をレンズ要素１１０の内面に投影するように構成されることもある。
【００３７】
　レンズ要素１１０、１１２は、光投影システムのコンバイナーの働きをすることがあり
、プロジェクター１２８、１３２からそれらに投影される光を反射するコーティングを含
み得る。或る実施形態においては、反射コーティングが使用されないこともある（例えば
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、プロジェクター１２８、１３２がレーザー・デバイスを走査するとき）。
【００３８】
　代替的な実施形態においては、他の形式のディスプレイ要素も使用し得る。例えば、レ
ンズ要素１１０、１１２自体は、以下を含み得る。即ち、透明若しくは半透明マトリック
ス・ディスプレイ、例えば電界発光ディスプレイ又は液晶ディスプレイ、画像をユーザー
の眼へ送達するための一つ以上の導波管、又は、ユーザーへ眼の近傍に合焦した画像を送
達する能力がある他の光学要素である。そのようなマトリックス・ディスプレイを駆動す
るために、対応するディスプレイ・ドライバをフレーム要素１０４、１０６内に配置し得
る。それに加えて若しくはそれに代えて、レーザー若しくはＬＥＤ源及び走査システムを
ユーザーの眼の一つ以上の網膜の上に直接にラスター・ディスプレイを描くように用いる
ことができる。他の可能性も存在する。
【００３９】
　図３Ａは、データを受信して送信し、及び表示するための例示的システム２００を図解
する。このシステム２００は、ウェアラブル・コンピュータ・デバイス２０２の形態で示
されている。ウェアラブル・コンピュータ・デバイス２０２は、図１及び２に関して説明
したもののようなフレーム要素及び側部アームを含み得る。ウェアラブル・コンピュータ
・デバイス２０２は、搭載コンピュータ・システム２０４及びビデオ・カメラ２０６（例
えば図１及び２に関して説明したそれらのようなもの）を更に含み得る。ビデオ・カメラ
２０６は、ウェアラブル・コンピュータ・デバイス２０２のフレームに装着されて示され
ているが、このビデオ・カメラ２０６は、他の位置にも装着されることもある。
【００４０】
　図３Ａに示すように、ウェアラブル・コンピュータ・デバイス２０２は、このデバイス
に結合し得る単独のディスプレイ２０８を含むことがある。このディスプレイ２０８はウ
ェアラブル・コンピュータ・デバイス２０２のレンズ要素の一方、例えば図１及び２に関
して説明したレンズ要素に形成されることがあり、コンピュータ生成グラフィックを物理
的世界のユーザーの視界に重ね合わせるように構成し得る。このディスプレイ２０８はウ
ェアラブル・コンピュータ・デバイス２０２のレンズの中央に設けられて示されているが
、このディスプレイ２０８は他の位置に設けられることもある。このディスプレイ２０８
は、光導波管２１０によってディスプレイ２０８へ結合したコンピュータ・システム２０
４を介して制御可能である。
【００４１】
　図３Ｂは、データを受信して送信して、及び表示するための例示的システム２２０を図
解する。このシステム２２０は、ウェアラブル・コンピュータ・デバイス２２２の形態で
示されている。このウェアラブル・コンピュータ・デバイス２２２は、側部アーム２２３
、中央フレーム支持体２２４、及びノーズピースを有するブリッジ部を含み得る。図３Ｂ
に示される例においては、中央フレーム支持体２２４は、側部アーム２２３を接続する。
このウェアラブル・コンピュータ・デバイス２２２は、レンズ要素を包含するレンズ・フ
レームを含まない。このウェアラブル・コンピュータ・デバイス２２２は、搭載コンピュ
ータ・システム２２６及びビデオ・カメラ２２８（例えば図１及び図２に関して説明した
それらのようなもの）を更に含み得る。
【００４２】
　このウェアラブル・コンピュータ・デバイス２２２は、側部アーム２２３又は中央フレ
ーム支持体２２４のうちの一方に結合し得る単独のレンズ要素２３０を含むこともある。
このレンズ要素２３０は図１及び２に関して説明した表示のような表示を含むこともあり
、コンピュータ生成グラフィックを物理的世界のユーザーの視野の上に重ねるように構成
し得る。一つの例においては、単独のレンズ要素２３０を延長側部アーム２２３の内側（
即ち、ユーザーに着用されたとき、ユーザーの頭部の一部に露呈される側）に結合し得る
。この単独のレンズ要素２３０は、ウェアラブル・コンピュータ・デバイス２２２がユー
ザーにより着用されたとき、ユーザーの眼に対して前方若しくは近傍に位置し得る。例え
ば、図３Ｂに示すように、単独のレンズ要素２３０は中央フレーム支持体２２４の下に配
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置し得る。
【００４３】
　図４は、例示的コンピュータ・ネットワーク・インフラストラクチュアの模式図を図解
する。システム３００においては、デバイス３１０は通信リンク３２０（例えば、有線又
は無線接続）を用いて遠隔デバイス３３０と通信する。このデバイス３１０は、データを
受信して、このデータに対応又は関連する情報を表示することができる任意の形式のデバ
イスとし得る。例えば、１０デバイス３１０は、ヘッドアップ・ディスプレイ・システム
、例えば図１－図３Ｂを参照して説明した頭部装着型デバイス１０２、２００又は２２０
とし得る。
【００４４】
　このように、デバイス３１０は、プロセッサ３１４及びディスプレイ３１６から成るデ
ィスプレイ・システム３１２を含み得る。ディスプレイ３１０は、例えば、光学シースル
ー方式ディスプレイ、光学シーアラウンド方式ディスプレイ、又はビデオ・シースルー方
式ディスプレイとし得る。プロセッサ３１４は遠隔デバイス３３０からデータを受信して
、このデータをディスプレイ３１６に表示するように構成し得る。プロセッサ３１４は任
意の形式のプロセッサ例えばマイクロ・プロセッサ又はデジタル信号プロセッサなどとし
得る。
【００４５】
　デバイス３１０は、搭載データ・ストレージ、例えばプロセッサ３１４に接続されたメ
モリ３１８を更に含むこともある。メモリ３１８は、ソフトウェアを記憶することがあり
、これは例えば、プロセッサ３１４によりアクセスされて実行することができる。
【００４６】
　遠隔デバイス３３０は、ラップトップ・コンピュータ、携帯電話又はタブレット・コン
ピュータ、その他を含めてデータをデバイス３１０へ送信するように構成されている任意
の形式のコンピュータ又は送信機であることがある。遠隔デバイス３３０及びデバイス３
１０は、通信リンク３２０を有効にするためのハードウェア、例えばプロセッサー、送信
機、受信機、アンテナ、その他を含み得る。
【００４７】
　図４においては、通信リンク３２０は無線接続として図解されているが、有線接続も使
用し得る。例えば、通信リンク３２０は、有線シリアル・バス、例えばユニバーサル・シ
リアル・バス又はパラレル・バスである場合がある。有線接続は、知的所有権の接続であ
る場合もある。通信リンク３２０は、幾つかある他の可能性の中でも、例えば、ブルート
ゥース（登録商標）無線技術、ＩＥＥＥ８０２．１１（何らかのＩＥＥＥ　８０２．１１
改訂版を含む）に記載された通信プロトコル、セルラー技術（例えばＧＳＭ、ＣＤＭＡ、
ＵＭＴＳ、ＥＶＤＯ、ＷｉＭＡＸ、又はＬＴＥ）又はＺｉｇＢｅｅ（登録商標）技術を用
いる無線接続である場合もある。遠隔デバイス３３０はインターネットを介してアクセス
可能な場合があって、特定のウェブ・サービス（例えば、ソーシャル・ネットワーキング
、写真共有、アドレス帳など）と関連したコンピュータ・クラスターを含むことがある。
【００４８】
　図５Ａ、図５Ｂ、及び図６は、本は開示事項の態様により、データを受信して送信して
、及び表示するための例示的システム４００を図解する。システム４００はウェアラブル
・コンピュータであり、上述の構成に含まれる同様な構成要素の多くを含む。図５に示さ
れるデバイス４１０は、ユーザーの頭部に装着可能なように構成されている。後に更に詳
細に説明するように、デバイス４１０は、ユーザーの頭部におけるデバイス４１０の望ま
しい嵌合を提供するバンド４１２を含む。デバイス４１０は、延長アーム４１４を更に含
み、これはバンド４１２の一部分からディスプレイ要素４５４を含むそのディスプレイ端
部４１６へ延伸する。延長アーム４１４は、デバイス４１０がユーザーにより着用された
とき、延長アーム４１４に搭載されたディスプレイ４５４がユーザーの眼に隣接して、少
なくともその眼のユーザーの視線内に位置することができて、ユーザーにより視認可能な
そこに呈示された画像を形成するように構成されている。このように、延長アーム４１４
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はデバイス４１０の少なくとも一つの操作、即ち、画像をユーザーに呈示することを実行
するように構成されている。付加的な操作は、延長アーム４１４を通じて実行することも
でき、これはタッチ式入力４７０の形態で入力デバイスを含むこともでき、これはユーザ
ーにアクセス可能であり、タッチ入力ジェスチャーを実行させて、デバイスアセンブリ４
１０の制御機能、又はデバイス・アセンブリ４１０に接続若しくは通信する他の電子デバ
イスの機能を実行する。
【００４９】
　バンド４１２は、図５においては、中央部分４３０と、この中央部分４３０の両側から
離間して延出する延長アーム４４０Ａ、４４０Ｂを含んで示されている。中央部分４３０
はノーズピース４２０を含み、これは、装着者の鼻の上に載せられるように構成されてお
り、中央部分４３０が側部アーム４４０Ａ、４４０Ｂのための中央支持を与え、これはそ
こから均一に延伸することができるか、或いは、少なくともそこから均一に延伸している
ように見えることができ、中央部分４３０と側部アーム４４０Ａ、４４０Ｂとの間の移行
領域は、それらの間の屈曲若しくは湾曲を含む。ノーズブリッジ４２０は、中央部分４３
０から延出する一対のブリッジ・アーム４２２を含むことができる。図５及び図６に示さ
れるデバイス・アセンブリ４１０の実施形態の図においては、ブリッジ・アーム４２２は
、中央部分４３０から下方へ延出している。他の図面におけるように、図５に示されるデ
バイス・アセンブリ４１０の向きは、ユーザーにより着用されて、ユーザーの頭部が中立
の直立した位置にあるときのデバイス４１０の向きと一致する。中央部分４３０から下方
へ延出するブリッジ・アーム４２２の説明は、そのような参照フレームにおいてなされ、
本説明の目的のためになされる。他の任意の相対的な参照方向に関する説明も同様な目的
のためになされ、特に明記しない限り、本開示事項に関して何ら限定することを意図して
いない。
【００５０】
　ブリッジ・アーム４２２は、それらの上にそれぞれのパッド４２４を含むことができ、
これは着用者の鼻の部分に置かれるように位置することができる。パッド４２４は、快適
さのためにアーム４２２よりも柔らかい材料から形成することができる。更に、パッド４
２４が形成される材料は可撓にすることができるか、或いは、ユーザーの鼻の表面に沿っ
た滑りを防ぐ質感を持たせることができる。ブリッジ・アーム４２２は、ユーザーの鼻に
おける快適な嵌合若しくは把持を更に提供するために可撓にすることができる。更に、ブ
リッジ・アーム４２２は、屈曲可能及び再配置可能であって、パッド４２４の位置をユー
ザーに最も適合させるように変化させることができる。これは中央部分４３０に対して、
一緒により近接した、又は、より離間した、又は、前後の動きを含むことができ、これは
、中央部分４３０の高さ、ひいては延長アーム４１４及びそのディスプレイ４５４の位置
をユーザーの眼に対して調節することができる。
【００５１】
　ディスプレイ及びそれのその他の構造の更なる調節も延長アーム４１４をバンド４１２
へ取り付けるのに用いる構造も、上述した実施形態におけるそれらと同様にすることがで
きる。他の実施形態においては、アーム及びパッドに類似した構造を中央部分４３０に一
体的に形成することができると共に、図示の実施形態に比べて、ノーズブリッジ４２０の
より広いかより狭い領域がユーザーの鼻に接触するように構成することができる。従って
、デバイス４１０をユーザーの頭部に着用して、ノーズピース４２０をユーザーの鼻の上
に載せるようにすることができ、側部アーム４４０Ａ、４４０Ｂは、ユーザーのそれぞれ
のこめかみ上に、かつ、隣接する耳の上に延伸する。デバイス４２０は、例えばブリッジ
・アーム４２２の調節、又は、以下に説明する他の調節によって、ディスプレイ要素４５
４がユーザーの眼の一方の視野内に適切に位置するように構成することができる。一つの
位置においては、デバイス４１０はユーザーの頭部に位置することができ、ブリッジアー
ム４２２はディスプレイ４５４をユーザーの視野内の位置に配置するように調節されるが
、ユーザーは、ディスプレイ上の画像を完全に見ることができるように、その両目を上方
へ向けねばならない。
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【００５２】
　側部アーム４４０Ａ、４４０Ｂは、それぞれのこめかみに沿って、又は、ユーザーのそ
れぞれの耳の領域において、ユーザーの頭部に接触するように構成することができる。側
部アーム４４０Ａ、４４０Ｂは、中央部分４３０の反対側にそれぞれの自由端４４４を含
む。自由端４４４は、デバイス４１０を着用するとき、ユーザーの耳の近傍に位置するよ
うに配置することができる。図５及び図９に示すように、中央部分４３０及び側部アーム
４４０Ａ、４４０Ｂは、一般に「Ｕ」字形状を有することがある。この例では、Ｕ字形状
は非対称である。この非対称であることは、一つには、側部アーム４４０Ａ、４４０Ｂの
自由端４４４Ａ、４４４Ｂの構成が異なるためである。図示のように、自由端４４４Ａは
、システム４００のための回路及び／又は電源（例えば、取り外し可能であるか充電式バ
ッテリー）を収容するように拡張されていることがある。この二つの自由端の構成は、自
由端４４４Ｂが回路及び／又は電力供給デバイスを収納するように変えられることもある
。
【００５３】
　拡張された自由端４４４Ａは、延長アーム４１４の自由端に対してバランシング・ウェ
イトを与えるように構成及び配置することができる。延長アーム４１４はユーザーの耳の
前方に配置され、それはその重量の一部がユーザーの額の上に支持されるようにすること
ができる。イヤホーン４４６の形態でユーザーの耳の背後に重量を加える（又は、重量を
ユーザーの耳の背後へ移す）ことにより、その耳は、延長アーム４１４の重量をイヤホー
ン４４６の重量に対して均衡させる支柱になる。これはユーザーの鼻の上で重量の一部を
除去することができるので、より多くの快適性と、ユーザーの鼻における下方へのノーズ
ピース４２０の潜在的な滑りが低減された潜在的なより確実な適合が与えられる。拡張さ
れた自由端４４４Ａ内の構成要素、例えばバッテリー又は様々な制御回路は、デバイス４
１０にとって望ましい重量配分に寄与するために配置されることができる。例えば、より
重い構成要素（例えばバッテリー）は、側部アーム４４０Ａにおける延長アーム４１４へ
向かって又はそこから離間して配置して、重量配分を調節することができる。或る実施形
態においては、重量の大部分はユーザーの耳によって支持することができるが、若干の重
量は依然として鼻によって支持されて、デバイスに確実な感触を与え、中央部分４３０を
額上の望ましい位置に保ち、ディスプレイ４５４にとって望ましい位置を維持するように
することができる。或る実施形態においては、デバイス・アセンブリ４１０の重量の５５
％と９０％との間をユーザーの耳によって支持することができる。
【００５４】
　バンド４１２は、充分な範囲に亘って及び適切な量の力の下で弾力的に変形して、様々
な大きさのユーザーの頭部における確実な適合を与えるように構成することができる。或
る例においては、バンド４１２は、少なくとも約９０％の成人の頭部に快適かつ確実に適
合するように構成された。これを達成するためには、図９に図示されるように、バンド４
１２は、弾性的に変形（若しくは弾力的に変形）して、自由端４４４Ａと４４４Ｂとの間
の間隔４９６が初期状態からの力の下で増大でき、即ち、屈曲されたときの間隔４９６２

に対して少なくとも４０％かつ最大約５０％の非屈曲間隔４９６１になるように構成する
ことができる。他の例では、間隔４９６１は５０％より多く増大することができる。自由
端４４４Ａと４４４Ｂとの間の初期間隔４９６１は、バンド４１２が着用されるように意
図された最小の頭部寸法に対して普通よりも小さく構成することができ、間隔４９６は少
なくとも若干（例えば、約５％まで）増大して、自由端４４４Ａ及び４４４Ｂの屈曲は、
小さな頭部寸法を有するユーザーにより着用されたときでさえ、互いから離間して、ユー
ザーの頭部の側部へ加えられる或る程度の圧力をもたらす。
【００５５】
　更にバンド４１２は、例えば、充分なスプリング係数に対するその形態により、バンド
４１２が比較的に大きな頭部寸法のユーザーへ適合するように拡張したときに、バンド４
１２によりユーザーの頭部の側部へ加えられる圧力が、着用するときに痛みを引き起こし
たり或いはデバイス４１０の着脱を困難にするほど大き過ぎることがないように、構成す
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ることができる。特定の特性を有する異なる材料を、バンド４１２の望ましい屈曲特性を
与えるために異なる形態で使用することができる。一つの例においては、バンド４１２は
、約０．００５と０．０２　Ｎ／ｍｍとの間の、他の例では約１／１００　Ｎ／ｍｍの、
上述のような拡張についてのスプリング係数を持つことができる。典型的な拡張のための
スプリング係数が与えられると、バンド４１２は、上述のように、約０．３　Ｎと１．２
　Ｎとの間の力により、約１５６ｍｍの初期間隔４９６１から約２１６ｍｍへ拡張するこ
とができる。他の例では、そのような拡張は、約０．６　Ｎの力によることができる。
【００５６】
　バンド４１２は、柔軟な内側部分４３８と弾力的な外側部分４４８とを含むように構成
することができる。内側部分４３８は、ユーザーの頭部に接触するように意図されたバン
ド４１２の任意の部分を含むことができる。図示の特定の実施形態においては、内側部分
４３８は、バンド４１２の全ての内面４３９を規定して、ユーザーの頭部との接触がそれ
に沿ってなされるバンド４１２の領域に関係なく、内側部分の柔軟な材料がユーザーの頭
部に接触することを確実にすることができる。内側部分４３８は、ユーザーの頭部におけ
るバンド４１２の適合の快適さを増大する柔軟性の度合い与えることができる一方、その
一般的な形状を保持できる任意の材料から製作することができる。適当な材料は、様々な
フォーム、例えばフォーム・ラバー、ネオプレン、天然又は合成革、及び様々なファブリ
ックを含む。或る実施形態においては、内側部分４３０は、射出成型又は成型ＴＰＥから
製作されている。内側部分４３０は、例えば、ＧｒｉｌＡｍｉｄ　ＴＲ９０を含めて様々
なナイロンから製作することもできる。内側部分４３０の材料の柔軟性は、材料のデュロ
メーターにより測定することができる。或る例では、内側部分４３８は、３０と７０との
間のデュロメーターを有するＴＰＥから製作することができる。内側部分４３８は、それ
を通じる中空通路又は内面４３９の反対側で内側部部の中に形成されたチャンネルを有し
て形成するすることもできる。そのような通路又はチャンネルは、延長アーム４１４に関
連した何らかの配線を経路付けるために用いることができる。例えば、上述のように、バ
ッテリーはバンド４１２の拡張された自由端４４４Ａに収容することができ、これは延長
アーム４１４の内部構成要素をそれらのための電力を供給するように接続することができ
る。この接続は、内側部分４３８を通るチャンネル又は中空通路を経由して配線すること
によりなすことができる。
【００５７】
　バンド４１２の外側部分４４８は、弾力的可撓性材料、例えば金属又はプラスチックか
ら製作することができる。一般に、そのような材料の性質は、外側部分４４８がバンド４
１２についての望ましい形状を維持することができ、一方、バンド４１２が拡張できてユ
ーザーの頭部に適合する柔軟性を可能としつつ、ユーザーの頭部へ心地よい圧力を加えて
、バンド４１２をユーザーの頭部に保つことを支援するものでなければならない。外側部
分４４８は、大きな頭部を有するユーザーにより着用されることにより、バンド４１２の
形状が単純に恒久的に変形しないような充分に高い閾値まで弾性的に変形することができ
る。外側部分４４８のために満足できる材料は、金属、例えば、アルミニウム、ニッケル
、チタニウム（グレード５チタニウムを含む）、様々な鋼（ばね鋼、ステンレス鋼又はそ
の種の他のものを含む）、又は、これらと他の材料とを含む合金を含む。外側部分４４８
の厚さは、使用される材料に依存して、望ましい柔軟性特性を与えるように調整すること
ができる。或る例においては、上述したバンド４１２についての望ましい適合と柔軟性特
性は、外側部分４４８のために約０．８　ｍｍと１．８　ｍｍとの間の厚さのグレード５
チタニウムを用いて達成することができる。
【００５８】
　内部部分４３８は、外側部分４４８によって形成されたチャンネル内に少なくとも部分
的に適合するようなプロファイルを有することができる。或る例においては、内側部分４
３８は、外側部分５４８の概ねＵ字型の断面プロファイルにより形成されたチャンネル内
に適合するように、大きさを設定することができる。そのようなチャンネルは、その中の
バンド４１２の何らかの配線を受け入れるように、又は、そのような配線を支持するよう
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に内側部分４３９内に形成された部分的に開放されたチャンネルを閉止するように構成す
ることができる。
【００５９】
　図５に示すように、側部アーム４４０Ａは、それがユーザーの耳の後の部分に沿って屈
曲するように、弧状若しくは湾曲した区画を含むことができる。
眼鏡と同様に、このような屈曲の特定の形状は、屈曲の大きさ、それが延出する耳の周り
の距離に含まれる多くの方式で変化することができ、いくらかでも耳の外側に実際に保持
される。側部アーム４４０Ａにおける屈曲は、拡張された自由端４４４Ａに形成された連
続的形状へ融合することができ、かつ、拡張された自由端４４４Ａが耳の近傍の背後のユ
ーザーの頭部の一部に接触して位置できるように構成することができる。屈曲４４６は弾
性的に変形可能であり、頭部の異なる大きさ及び形状が、そのような適合により収容され
ることができる。そのような実施形態においては、拡張した自由端４４４Ａは内側部分４
３８と一体的に形成することができ、その部分内に内部支持体を含むことができこれは、
外側部分４４８を越えて延出する。そのような内部支持体は、内部エレクトロニクス・ハ
ウジングを含むことができ、これはデバイス４１０に関連したバッテリー又は電子回路を
含むことができる。この内部支持体は弾力的部材、例えばスプリング要素（図示せず）も
含むことができ、着用者の頭部に対するバンド４１２の可撓性及び保持圧を与えることを
助ける。このようなスプリング要素は可塑的に変形可能とすることもでき、拡張された自
由端４４４Ａの位置のユーザー調整を可能にする。アーマチュアー・ワイヤの長さは、そ
のような特性を与えるのに用いることができる。拡張された自由端４４４Ａ内の任意の内
部支持体は内部部分４３８の領域へ延伸することができ、これは外側部分４４８の内部に
あってその付加的な支持を与える。
【００６０】
　延長アーム４１４は、例えば側部アーム４４０Ａに沿ってなどバンドの長さに沿っても
延出できるように形状付けることができる第１の部分４７６において、バンド４１２から
下方へ延出する第１の部分４７６を含む。第１の部分４７６は更にバンド４１２から離間
して、ジョイント４５６により第１の部分４７６へ接続されたエルボー部分４５０へ延出
するように形状付けることができる。エルボー部分４５０は、ジョイント４５６の周りの
エルボー部分４５０の回転により調節できるアーム４７６に対する角度においてディスプ
レイ４５４を支持する。図５に示される例においては、延長アーム４１４の第１の部分４
７６は、僅かに湾曲することができるので、側部アーム４４０Ａの同様な湾曲部分に沿っ
て延伸する。そのような湾曲は延長アームの上で続くことができ、側部アーム４４０Ａが
中央部分４３０へ移行するにつれてバンド４１２が内側へ湾曲する。延長アーム４１４は
バンド４１２の垂直下方に位置することができ、ディスプレイ４５４がユーザーに対して
視認可能であるように、バンド４１２はユーザー視線の外側に留まることができる。
【００６１】
　デバイス４１０は、バンド４１２と延長アーム４１４とが異なったユニットである外観
を与えるように構成できる一方、延長アーム４１４はバンド４１２の少なくとも一部の部
分として形成することができる。例えば、バンド４１２が内側部分４３８及び外側部分４
４８を含む上述のバンド構成では、延長アーム・ハウジング４５２の一部は、図１０に示
すように、内側部分４３８と一体的に形成することができる。そのような例においては、
延長アーム４１４の内部部品、例えば回路基板、論理ボード、又はその種のものは、ハウ
ジング４５２の関連部分がそうすることができるように、内部部分４３８へ延出すること
ができる。
【００６２】
　他の例においては、延長アーム４１４のハウジング４５２は、拡張された自由端４４４
Ａの内部で、例えば内部部材によりハウジング・ユニットへ接続することができる。内部
部材は、例えば可撓性要素、接着材又は一体的形成を用いて二つの間で接続されることが
ある。従ってハウジング４５２、内部ハウジング・ユニット、及び接続部は、他の材料（
例えばＴＰＥ等）によって被覆することができ、実質的に均一な外観を与えて、バンド４
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１２の内部分４３８の可視的部分を形成する。視覚的特徴、例えば分割線、レリーフ線、
又はその種のものは、必要に応じて、個別の要素の視覚的外観を与えるために、そのよう
なユニット４３２の形状に含まれることができる。
【００６３】
　バンド４１２がその部分に沿って概ね剛な延長アーム４１４に一体的に形成されている
か、さもなければ接続されている実施形態においては、バンド４１２は可撓に製作されて
いるが、延長アーム４１４に取り付けられているところで剛に製作することもできる。図
示の例では、これが側部アーム４４０Ａの一部に沿って起こる場合がある。この例におい
ては、これはバンド４１２を形成するのに望ましいことがあり、その可撓性は一般に上述
したように、大部分は中央部分４３０の内部で生じるか、又は、中央部分４３０とアーム
４４０Ａ、４４０Ｂの間の移行の領域において生じる。
【００６４】
　そのような構成は、幾つかの方式により達成することができる。例えば、側部アーム４
４０Ａは、剛な延長アーム４１４との接続によってより剛に製作される。そのような実施
形態においては、アーム４４０Ａと４４０Ｂとがユーザーの頭部に沿ってより類似した印
象を与えるように、同様に側部アーム４４０Ｂを剛に作成することが望ましいこともある
。これは、構造的部材、例えば、内側部分５３８の内側のワイヤ等の剛な部分の剛な部分
を組み立てることによってなすことができる。更に、外側部分４４８は、側部アーム４４
０Ａ及び４４０Ｂをより剛にするように構成することができる。例えば、外側部分４４８
は、外側壁４５９に対して内方に延伸する壁４８０を有するＵ字型断面プロファイルを持
つことができる。壁４８０は、側部アーム４４０Ａ及び４４０Ｂに沿って存在することが
でき、又は、中央部分４３０に存在していないか、中央部分４３０をより剛にしないため
に、より小さい量だけ内方へ延伸することもできる。更に、図６に示すように、外側部分
４４８を含めてバンド４１２は、外側壁４５９が中央部分４３０の中央の方へ向かってよ
り狭くなるようにテーパー状にすることができる。更に、外側部分４４８の材料の厚さは
、中央部分を比較的により可撓にするために、バンド４１２の中央部分４３０の部分に沿
ってより小さくすることができる。
【００６５】
　細長くされて、一般にディスプレイ軸を規定するディスプレイ４５４は、ジョイント４
５６に関して第１の部分４７６に対するエルボー部分４５０の回転により、例えば約１０
０°から約１２５°の範囲内で調節することができる角度において、第１の部分４７６に
対して延出することができる。第１の部分４７６の形状は図面においては、そのような角
度が測定される方向へ湾曲した形状を有するように図示されているが、そのような測定は
第１の部分の任意の部分に対する接線に関して、例えばジョイント４５６へ向かうその端
部に沿ってなすことができる。他の例においては、ディスプレイ４５４の調節角度は、約
２０°の範囲内又は１６°以下の範囲内にすることができ、延長アーム４１４の第１の部
分４７６に対して約１９５°と１１５°との間に位置するそのような範囲の中間位置にあ
る。ユーザーにより着用されるときそ、ジョイント４５６は延長アーム４１４に位置する
ことができ、これは実質的に垂直軸に沿って回転することができる。換言すれば、図示の
実施形態においては、バンド４１２は、面を一般に規定するＵ字形状に形成される。この
ような面は近似的なものと考えることができ、バンド４１２の残りに対して垂直に置換す
るバンド４１２における任意の屈曲を可能とする。ジョイント４５６は、エルボー部分４
５０が他の実質的に平行な面に沿って、又は、同一の面に沿って回転することができるよ
うに構成することができる。
【００６６】
　図７及び図８に示すように、そのような調節はディスプレイ４５４の位置決めに用いて
、その上に呈示される画像がデバイス４１０の着用者によって快適に視認することができ
るようにすることができる。図示のように、軸４９２に関するエルボー部分４５０の回転
は、表面４６０をユーザーの眼４９０に対してより近づけるように、又は更に遠ざけるよ
うに移動を生じさせることができる。これはユーザーがディスプレイ４５４をその上に呈
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示された画像の快適な視認のために調節することを可能とし、かつ、ユーザーが、ディス
プレイ４５４が例えばユーザーの額又は睫毛と接触しないように、ディスプレイ４５４を
位置決めすることを可能にすることができる。更に、ディスプレイ４５４の或る形態及び
特定の応用においては、ユーザーの眼が中立（若しくは前方視）位置にあるときに、表面
４６０の内縁４６２をユーザーの瞳４９１の外側に位置させるように、ユーザーがディス
プレイ４５４の横位置を調節することを可能にすることが望ましいであろう。
【００６７】
　図８に示すように、デバイス４１０が着用されるとき、ディスプレイ４５４’は、着用
者の瞳４９１の外側縁（線４９４によって示される）を越えて少なくとも部分的に延出す
るように配置されることもある。ジョイント４５６は、ユーザーがエルボー部分４５０を
回転させて、ディスプレイ４５４を眼４９０から外方へ移動させながら、また距離４９８
だけ横方向成分に沿って移動させ、ユーザーの眼４９０が図８に示される中立位置にある
ときに、端４６２がユーザーの瞳の外側の位置へ移動することを可能にすることができる
。
【００６８】
　更に、エルボー部分４５０と第１の部分４７６との間の調節は、第１の部分４７６が接
続されたバンド４１２の可撓性に起因して中央部分４３０又はノーズピース４２０に対す
る第１の部分４７６の移動を補償することができる。図９に示すように、バンド４１２が
撓んで自由端４４４Ａと４４４Ｂとの間の距離４９６が増大したとき、側部アーム４４０
Ａ及び４４Ｂは回転することができ、バンド４１２が撓まないときのそれらの位置に対し
て平行移動することができる。従って、これは延長アーム４１４の第１の部分４７６の同
様な回転及び平行移動を引き起こす。そのような運動は、延長アーム４１４の形状に依存
して、エルボー部分４５０及びディスプレイ４５４の対応する回転及び平行移動を引き起
こす。図示の例においては、ディスプレイ４５４はバンド４１２の中心４３０１へ向かっ
て内方へ、かつ、ユーザーの眼から離間して移動される。
バンド４１２及び／又は延長アーム４１４の他の構成は、ディスプレイが中央部分４３０
に対してより近接して、ひいてはユーザーの眼に対してより近接して移動するようにする
ことが可能である。
【００６９】
　バンド４１２の撓みからのディスプレイ４５４の回転及び平行移動は、ディスプレイ４
５４を不利な位置に、例えばユーザーの眼に近過ぎるか、或いは、上述したように、縁４
６２がユーザーの瞳４９０の内方へ整合又は位置させるように移動させることがある。こ
のような場合には、バンド４１２の撓みに起因する運動に対処して、より有利な位置にデ
ィスプレイ４５４を移動させるために、エルボー部分４５０はジョイント４５６に関して
回転することができる。
【００７０】
　第１の部分４７６とエルボー部分４５０との間のジョイント４５６は、エルボー部分４
５０が第１の部分４７６に対して配置される位置を維持するために充分な摩擦の内部ヒン
ジを含むことができる。図面に示すように、第１の部分４７６及びエルボー部分４５０は
均一な外観を与えるように構成することができる。第１の部分４７６及びエルボー部分４
５０は、ジョイント４５６の位置に関係無く、延長アーム４１４の外面４７５の安定した
湾曲の外観に更に構成することができる。更に、図１１に示すように、第１の部分４７６
の関節面４６４Ａは、外面４５３で最先端４６６を規定することができる。関節面４６４
Ａは、外面４７５と交差するように構成することができ、最先端４６６は滑らかな湾曲の
外観を与え、これはその外側縁におけるよりもエルボー部分４５０に重なるその頂点を有
する。このような構成は、関節面が延長アーム４１４の例示的な複合的湾曲外面４７５を
有するより波状の交差点を形成する回転の単純な面である場合よりも、より視覚的な見栄
えの良さ及び均一な外観を与えることができる。関節面４６４Ｂは、二軸隣接面４５３に
沿って凸面である表面から、一つの軸に沿って凸面であり、他方に沿って真っ直ぐである
表面までの移行部として示されている。関節面４６４Ａは関節面４６４Ｂの陰画像となる
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ことができ、これは最先端４６６の望ましい外観を促進することができる。
【００７１】
　他の構造は横方向平行移動調節を達成するために用いることができ、これは縁４６２を
ユーザーの瞳４９１の外側に位置させることを可能にする。例えば、ディスプレイ４５４
は、その望ましい横方向平行移動を許すことができる摺動構成を用いて延長アーム４１４
の第１の部分４７６に搭載することができる。これは、トラック又は他の摺動ジョイント
を用いて、延長アーム４１４の第２の部分４５０を第１の部分４７６へ結合することによ
り達成することができる。付加的な摺動又は入れ子式機構は、アイレリーフを与えるため
にユーザーの眼に対して向かって及び離間するディスプレイ４５４の動作を与えるために
用いることができる。他の構成においては、延長アーム４１４はジョイント４５６を伴わ
ない均一な構造とすることができ、図８に示される第２の部分４５０の回転の面に類似し
た面での回転を可能とするために、バンド４１２に回転可能に取り付けることができる。
従って、そのような回転は、ディスプレイ４５４及び縁４６２の望ましい横方向調節のた
めに横方向成分も有する。
【００７２】
　或る実施形態において、ディスプレイ４５４とそれに関係した回路とに関連した画像源
は、エルボー部分４５０内に支持することができる。タッチ型入力４７０のための回路は
、第１の部分４７６内に配置することができ、ディスプレイ４５４がユーザーの眼の上に
位置したとき、第１の部分４７６は、その眼に隣接するユーザーのこめかみに亘って延伸
する位置に配置される。
【００７３】
　図示の実施形態において、ディスプレイ４５４は概ね透明なプリズムの形態にあり、こ
れは、ハウジング４５２内に配置された電子ディスプレイ部品により生成された画像に重
ねられるか、又は、ユーザーの視界に組み合わせられるように構成されている。このよう
なプリズムは、受け入れ側４５８に投影画像を受け入れて、ディスプレイ４５４の視認側
４６０を見ることにより、その画像をユーザーに視認可能にするように構築することがで
きる。これは、ディスプレイ４５４を特定の形状及び／又は材料特性に構成することによ
りなすことができる。図示の例においては、ディスプレイ４５４の受け入れ側４５８はハ
ウジング４５２に隣接するか、又は、その内部にあり、ハウジング４５２内側の電子部品
が、望ましいビデオ画像をプリズム４５４の受け入れ側４５８に投影するように構築され
たビデオ・プロジェクターを含むことができるようにされている。そのようなプロジェク
ターは、必要とあれば、ＬＣＤ、ＣＲＴ、及びＯＬＥＤディスプレイなどの画像源とレン
ズとを含むことができ、画像をプリズム４５４の適切な領域に合焦させる。ディスプレイ
４５４に関連した電子部品は、プロジェクターにそれによって受信されたビデオ信号に基
づく望ましい画像を生成させるための制御回路も含むことができる。他の形式のディスプ
レイ及び画像源は、上述されており、延長アーム４１４へ取り込むこともできる。更に、
ディスプレイは、例えば、透明な基板からなるビデオ・スクリーンの形態にすることがで
きる。そのような例においては、画像生成手段は、スクリーンの直接に背後に位置してい
るＬＣＤディスプレイ、ＣＲＴディスプレイのための回路とすることができ、ディスプレ
イ全体は透明ではない。延長アーム４１４のハウジングは、ディスプレイ及び画像生成手
段の背後に延出することができ、このような実施形態における画像生成手段を包囲する。
【００７４】
　ディスプレイ４５４の受け入れ面４５８は、投影画像をデバイスの着用者を囲んでいる
環境の眺望と組み合わせるように構築されている。これはユーザーに、周囲の環境とプリ
ズム４５４へ投影された画像との両方を観察させることを可能にする。プリズム４５４及
びディスプレイ・エレクトロニクスは、不透明又は半透明画像或いはその組み合わせ画像
を呈示して、様々な望ましい画像の組合せを達成するように構成することができる。
【００７５】
　図５の実施形態は、延長アーム４１４をバンド４１２に結合されて、着用されたときに
ユーザーの右眼上に位置するように示しているが、延長アーム４１４の鏡像がバンド４１
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２の反対側に取り付けて、それをユーザーの左眼上に位置させることが他の同様な実施形
態が可能であることにも留意されたい。デバイス４１０の用途又は個々のユーザー選択に
依存して、延長アーム４１４をユーザーの頭部の特定の側に配置することが望ましいこと
もある。例えば、右利きの人は、タッチ型入力４７０との相互作用をより簡単にするため
に、ユーザーの頭部の右側に延長アーム４１４を有することを好むであろう。他の例にお
いては、人は、ディスプレイ４５４に提示された要素との相互作用を容易にするために優
位眼上にディスプレイ４５４を有することを好むであろうし、又は、他の活動に携わって
いるときに、ディスプレイ４５４に提示された要素から離すようにユーザーの焦点を移す
ことをより容易にするために非優位眼上にディスプレイ４５４を有することを好むであろ
う。
【００７６】
　上述したように、タッチ型入力４７０の形態の入力デバイスは、望ましくも延長アーム
４１４にも含まれる。タッチ型入力４７０は、タッチパッド又はトラックパッド型デバイ
スとすることができ、これは幾つかの可能性がある中で、容量性検知、抵抗検知又は弾性
表面波処理を介して指の位置と動作との少なくとも一方を検知するように構成されている
。タッチ型入力４７０は、その表面に対して平行又は平坦な方向で、表面に対して垂線方
向で、又はそれらの両方で、指の動作を更に検知する能力があり、また、加えられた圧力
のレベルを検知する能力もある場合がある。タッチ型入力４７０は、絶縁他又は誘電体の
一つ以上の外層であって、その層は不透明、半透明、又は透明にすることができる外層と
、不透明、半透明、又は透明にすることができる一つ以上の導電層の内層とを有するよう
に形成することができる。
【００７７】
　実施形態においては、タッチ型入力４７０の外層は、ハウジング４５２の外壁４５３の
一部とすることができる。これは、タッチ型入力４７０のハウジング４５２への継ぎ目が
ないか、又は、均一な編入を与えることができる。ハウジングは、タッチ型入力４７０の
内層と、任意の電気構造体、例えばタッチ型入力に関連した制御回路とを包含するための
内部キャビティを規定することができる。タッチ型入力４７０の外層は、タッチ型入力４
７０の内層の寸法、形状、及び位置によって決定されるように、その一つ以上のタッチ面
４７０の形態における全ての壁４５３又は選択された操作可能な領域４７２を含むことが
できる。ハウジングの一部がタッチ型入力４７０の外層として使用されるならば、ハウジ
ング４５２はプラスチックのような誘電体で製作することができる。
代替的な実施形態においては、タッチ型入力は、個別の要素とすることができ、これは、
ハウジング４５２の開口に装着され、そのハウジングは、壁４５３から離間したそれ自身
の誘電外層を含み、ラップトップ・コンピュータにおけるタッチパッドに類似した方式で
壁４５３を通じるウインドウ又は開口内に操作可能な領域を規定する。
【００７８】
　図示の実施形態においては、タッチ型入力４７０は第１の部分４７６に配置されて、ユ
ーザーの頭部の側部の一部の上に重なる概ね垂直な面を規定する。
回路は、屈曲した外面、その他と共に機能するように形成又は調節することができる。従
って、タッチ型入力４７０はアセンブリ４１０のユーザーには、アセンブリが着用されて
いるときは、視認できないことがある。
【００７９】
　更に、ハウジング４５２は、付加的な入力構造、例えばボタン４８４（図５Ｂに示され
る）を含むことができ、これはロック又はスリープ機構を実装するか、又はユーザーにオ
ン状態とオフ状態との間のデバイス４１０のための電源を切り換えることを可能にするこ
とを含めて、延長アーム４１４に更なる機能性を与えることができる。ボタン４８４はそ
の表面の下にＬＥＤ照明を更に含むことができ、これはデバイスの状態、例えばオン又は
オフ、或いは、スリープ又はアウェイクを示すことができる。ボタンは、オンのときに光
が可視であるが、光がオフのときに光源が見えないように構成することができる。
【００８０】
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　タッチ型入力４７０、又は他の形式の入力は、延長アーム４１４により、例えば関連し
たウェアラブル構造に搭載された又はその構造内の搭載ＣＰＵ又はＣＰＵにより、或いは
、遠隔デバイス、例えばスマートフォン又はラップトップ・コンピュータにより、実行さ
れる制御機能を与えるように用いることができる。或る実施形態においては、制御機能に
関連した情報は、ディスプレイ４５４上でユーザーにより視認可能である。一つの例では
、制御機能は、メニュー項目の選択である。そのような例においては、オプションのリス
トを有するメニューは、ディスプレイ４５４に呈示することができる。ユーザーはカーソ
ルを移動することができるか、タッチ型入力４７０に沿った指の予め定められた動作によ
って強調されたオプションを通じてスクロールをすることができ、異なる動作によって選
択を確認することができ、選択の承認がディスプレイによって示される。メニュー項目選
択の例は、遠隔的にリンクされたスマートフォンにおける着信に応答又は拒否するか、或
いは、ディスプレイに呈示された地図におけるスクロール又はズームインをなすかを含む
ことができる。
【００８１】
　更なる入力構造は、延長アーム４１４に含むことができる。図５に示すように、これら
はカメラ４２６を含むことができる。このカメラは、ユーザーの判断で写真を撮るか、又
は、ビデオを録画するのに用いることができる。このカメラは、デバイスにより使用して
、ユーザーの環境のユーザーの眺望の画像を得て、拡張現実機能の実装のために使用され
得る。光センサをカメラ４２６に関連して、例えばカメラ４２６と同じハウジング構造内
に含めることができる。そのような光センサは、カメラ４２６に関連したファームウェア
又はソフトウェアにより用いることができる。図５に示すように、カメラ（及びセンサ）
は、エルボー部分４５０内に配置されたハウジング４５２内に含めて、ディスプレイ４５
４の視認面４６０に対して実質的に直角をなす方向にと向けることができる。そのような
構成では、カメラ４２６はユーザーの視線に沿った方向に面して配置され、かつ、センサ
はカメラ４２６の視野内の光を検知するように配置される。
【００８２】
　一つの実施形態においては、ボタン４７４は、ユーザーからの入力を受け取って、デバ
イス４１０にカメラ又はデバイス４１０の複数のカメラの一つを用いて画像を撮るように
指示するために構成することができる。一つの実施形態においては、デバイス４１０内の
制御回路又はソフトウェアは、ユーザーに、選択されたカメラを用いて画像を実際に撮る
ボタン４７４を用いる入力を受け取る前に、画像を撮る若しくは「写真を撮る」複数のカ
メラのうちの選択された一つ又は複数を選択させることを可能にすることができる。ボタ
ン４７４は、ハウジング４５２の上面４６７に沿って、延長アーム４１４に配置すること
ができる。そのような位置決めは、ユーザーにハウジング４５２を把持する（例えば、上
面４６７から反対側に位置したユーザーの親指を用いて、ユーザーの人指し指でボタン４
７４をつまむように圧迫する）ことを可能とする。この行為は、従来のカメラ（例えば、
自動露出又はＳＬＲカメラ）でシャッターを起動するのに用いられる動作、又は、人々に
よってそのような動作を模倣するのに用いられる動作と同様にすることができ、このボタ
ン４７４の使用はユーザーにより直観的にカメラ４７４により写真を撮らせる。更に、上
述したつまむ動作で圧迫するボタン４７４の位置決めは、ボタン４７４のより安定な起動
をもたらし、ボタン４７４が押されたとき、ユーザーの親指は延長アーム４１４のための
支持を与える。このような安定性は、ボタン４７４を低い起動圧力で構成して、そこへ加
えられる力が、画像撮像中に延長アーム４１４を動かさないように充分に低くすることに
より、更に強化することができる。
【００８３】
　上述のように、ハウジング４５２は、タッチ型入力４７０のための回路などの電子回路
を包含することができる。更にハウジング４５２は、ディスプレイ４５４、カメラ４２６
又はセンサ４２８に関連した画像源のために制御回路、或いは、制御ディスプレイ４５４
、タッチ型入力４７０への、又は延長アーム４１４のための他の機能を実行するプロセッ
サを含む一つ以上の回路基板を含むことができる。ハウジング４５２は、他の回路を駆動
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マイクロプロセッサ、又は通信デバイス、例えば携帯電話、短距離無線（例えばブルート
ゥース）、又は遠隔デバイスへの接続のためのＷｉＦｉ回路を含むことができる。更に、
任意のそのような回路は、少なくとも、拡張された自由端４４４Ａ内で、例えばその内部
キャビティ内で、バンド４１４に含めることができる。
【００８４】
　拡張された自由端４４４Ａは、一つ以上の接続接点４８２を含むこともでき、これは、
バッテリーを取り外すこと無く、バッテリーを再充電するために、デバイス４１０を電源
に接続するのに用いることができる。更にデバイス４１０は、デバイス４１０を外部デバ
イス（例えばスマートフォン又はコンピュータ）に接続するのに用いることができる接続
ポート４８０を含むことができる。ポート４８０は、任意の標準化された接続形式ポート
、例えばＵＳＢ、ファイヤー・ワイヤー、サンダーボルト、又は特殊化ポート４８０とす
ることができる。ポート４８０は、電源をデバイス４１０内のバッテリーを充電するため
に接続するように構成することもできる。
【００８５】
　上述したように、図１０に示されるデバイス４１０の実施形態においては、側部アーム
４４０Ａは、側部アーム４４０Ａの拡張された自由端４４４Ａを含むバンド４１２の内側
部分４３８の一部で、ユニット４３２に含めることができる。そのような実施形態におい
ては、取り外し可能なバンド４１２１は、内側部分４３８１の残りと外側部分４４８１の
全体を含むことができる。バンド４１２１がモジュール４３２で組み立てられるとき、結
果として生じる構造は図１-９に関して上述したものと実質的に同様とすることができる
。更に、付加的なバンド４１２２は、バンド４１２１のそれと同様に、内側部分４３８２

及び外側部分４４８２を含めて設けることができる。しかしながら、バンド４１２２はそ
れと一体的に形成された一対の縁４３１２を含むように構築することができ、これは一対
のレンズ４１８２のそれぞれを受け入れることができる。レンズ４１８２は、サングラス
・レンズ、処方眼鏡レンズ、処方サングラス・レンズ等の形態とすることができる。レン
ズ４１８２は、縁４３１２内で外側部分４４８２の部分と内側部分４３８２の部分との間
に捕捉することができる。更に、バンド４１２２の内側部分４４８２は、レンズ４１８２

をバンド４１２２から交換できるように取り外し可能にすることができる。内側部分４３
８２は、それと一体的に形成されたノーズピース４２０２も含むことができる。この実施
形態においては、バンド４１２１とバンド４１２２とは、ユーザーにより交換可能にする
ことができ、スナップ嵌合構成等によってモジュール４３２へ取り付けることができる。
例えば、モジュール４３２は、例えば、サングラス・レンズを含むバンド４１２２がそれ
とともに組み立てられるときに、ディスプレイ４５４の輝度などのモジュール４３２の設
定を調節するために特定する機構又は他の手段を含むことができる。
【００８６】
　本明細書における説明は特定の実施形態を参照してなされたが、これらの実施形態は本
開示事項の原理及び応用の単なる例示であることを理解されたい。従って、幾多の修正を
例示的実施形態になし得るのであって、添付の請求項によって規定された本開示事項の要
旨及び目的から逸脱すること無く、他の構成を案出し得ることを理解されたい。
産業的適用性
【００８７】
　本願は、頭部装着又は頭部ウェアラブル・ディスプレイに関し、ユーザーの眼の少なく
とも一方の上方又は前方に配置された画像源によってユーザーに画像を呈示するように構
成されたものを含む。
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